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				IAEAのグロッシ、プーティンと会談

Reutersのウェブサイトより

Nuclear chief Grossi meets Putin to discuss Zaporizhzhia plant | Reuters

Nuclear chief Grossi meets Putin to

discuss Zaporizhzhia plant

（IAEAのチーフ グロッシ、

ザポリージャ原発の件でプーティン

と会談）

Behind the door — what’s going on???


では、グロッシとプーティンの会談に

関する続報です。ただ、会談内容の

詳細が不明です。

それにしても、日本語メディアでは

この会談に関する報道を、あまり

見かけないですよね。なんで？？？

そりゃ、福島第一からのトリティウム

水放出の件も、志賀原発の問題も重要

ですよ。

でも、ザポリージャが結局は巨大な

ダーティ ボムになってしまった場合、

放射性物質は日本列島にまで飛んで

くると考えといたほうが、現実的

ですよね。

では、いつもどおり

私の日本語化

＜　＞ 内は、私からの補足説明

です。

*************************

ソチはここ
2014年にオリンピックがありましたよね


Reuters

2024年3月7日掲載

モスクワ発、3月6日（Reuters）

― International Atomic Energy Agency

(IAEA、国際原子力機関) のチーフ、

ラファエル グロッシがロシアの

ヴラディミール プーティン大統領と

水曜日 ＜6日＞ に会談した。それに

先立ちグロッシは、ロシアの

エネルギー関係高官たちと会見して

いる。高官たちとは、ウクライナに

あるがロシア軍が占拠中の

ザポリージャ原発の安全について

会談した。

プーティンとグロッシはロシア南部に

あるソチで会談、クレムリンはその話し

合いの初めに交わされた発言を公表して

はいるが、それ以降の会談は非公開で

行われ、その内容は全く公表されて

いない。.

プーティンはグロッシに対し、

「ザポリージャ原発の重要な問題点や

特に複雑な点について、話し合う用意

がある。さらに、核エネルギーに関与

しているいかなる問題についても安全

を確保するため、あらゆる手を尽くす」

と述べたと、クレムリンは発表して

いる。

またグロッシはプーティンの他にも、

ロシアの国営核エネルギー公社

RosatomのヘッドであるAlexei

Likhachevとも会談した。

・・・で、何を話し合ったんや？？


ロシア軍がヨーロッパ最大の原発で

あるザポリージャを占拠したのは2022

年に同軍がウクライナへの侵略を始めた

時のことで、それ以来占拠を続けた

ままだ。グロッシとプーティンの会談は

水曜日 ＜6日＞ にロシア南部のソチと

いう町で行われる。

ザポリージャ原発の立地は、ウクライナ

南部の戦闘の前線に近い位置にある。

ロシア政府は、このザポリージャ州を

すでに併合したと主張している。同原発

の6基ある原子炉はすべてシャット

ダウンされているが、シャットダウン中

であっても、冷却のため絶えず外部から

の電力供給と冷却水の供給とが必要だ。

この冷却ができないと、破局的な

メルトダウンが発生してしまう危険性

がある。.

2022年3月にロシア軍に占拠された際

に火災が発生、原発はその火災で損傷を

被った。原発の近くではウクライナ軍と

ロシア軍が戦闘を繰り広げており、両国

は原発周辺で砲撃を行っているとお互い

への非難を押収している。IAEAでは

以前から事故を防ぐため、 安全確保の

ための仕組みを設けようとしている。

「緊張した」話し合いでしたよ～～
はあ？？


グロッシがロシアの国営核エネルギー

企業Rosatomの代表と会談、話題の

中心はザポリージャ原発の安全性で

あったと、RIAニュース ＜ロシアの

国営報道機関＞ はRosatomからの

発表を引用して報じている。また

グロッシは、ロシアの国防省や外務省

でも会談を持った。

RIAの報道によれば、上述の会談は

誇張なしに「緊張した」ものだった

と、グロッシは述べている。だが

IAEA のスポークスパーソンは、

会談が緊張したものであったと

グロッシが述べたことはない、

としている。

ザポリージャ原発が外部からのすべての

電源供給から切断された事態が、この

18か月間で8回も発生している。その

都度、同原発では ＜緊急用の＞

ディーゼル発電機を稼働させて原子炉内

の核燃料の冷却など不可欠な作業を

行っていた。

現時点では、メインの外部電力供給線の

１つが機能しているのだが、IAEAに

よればこの原発の状況は警戒を要する。

ザポリージャ原発には原子炉が6基

あるが、そのうち1基はホット

シャットダウン ＜コールド シャット

ダウンと異なり、ホットでは停止中の

炉内の温度が高く、水蒸気を発生

させる＞ 状態に保つ必要があると、

IAEAは発表している。これは、保管

タンク内にある液体の放射性廃棄物を

処理するなど、核安全性に欠かせない

作業には水蒸気を発生させる必要が

あるためだ。

昨年のウクライナからの発表によれば

＜ザポリージャ原発そばを流れる

ドニエプル川下流の大型カホブカ

ダムが昨年6月に爆破されて＞ 冷却水

貯水池の水位が下がり同原発が冷却水

の不足に陥る危険性を心配している。

先月、グロッシは井戸の検査を行い、

冷却水が充分にあるか否かを調べた。

同時に、ザポリージャ原発周辺での

砲撃が減ったことを歓迎した。ロシア

の報道機関TASS 通信の報道に

よれば、冷却水の供給は充分だと

グロッシは判断した、とのことだ。

***************************

結局、何の話をしたんか、分からんままやがな～～


どうも、この会談の内容や結果がまだ

報じられていないようで（3月11日

早朝JSTの時点）、困っております！

報道を見つけ次第、ここで紹介

しますね。

							

	
			
									
						Posted in Uncategorized					
					|
												IAEAのグロッシ、プーティンと会談 はコメントを受け付けていません
							

		


		
	


			
			映画 Oppenheimer がオスカー賞を 受賞するかも、って？？


			
				Posted on 3月 10, 2024 by FrancisH			


				
				映画 Oppenheimer がオスカー賞を

受賞するかも、って？？

Beyond Nuclear Bulletin

2024年3月7日号より

映画Oppenheimerのオスカー賞受賞？

に関する記事です。

Bulletinの本記事そのものには

”Read More” というボタンがあって、

それをクリックすると USA Todayの

関連記事が登場します。

それは、「他者による記事」なので、

読みたい方は元記事をお読みください

ませ：

‘Oppenheimer’ Oscar wins won’t erase nuclear weapons testing victims (usatoday.com)

ここでは、Bulletinにあるテキストを

日本語化して紹介しますね。

この2作品、どっちも見られる上映会とかないの？
I wish there was a theater show running both of the two —


いつもどおり、

私の日本語化

＜　＞ 内は、私からの補足説明

です。

****************************

”OPPIE” OSCAR BUZZ

But what about Downwinders?!

(Oppenheimerがオスカー賞？という

騒ぎ

でも、風下の住民の皆様は？）

受賞映画作品であるDownwind

＜Oppenheimerの原爆開発の結果と

して発生した見も縮むような悲劇を

紹介する映画です https://backlotdocs.com/ ＞

の制作者であるMark Shapiroが、USA

Today ＜という新聞＞ に署名入り記事を

発表した。

＜https://www.usatoday.com/story/opinion/voices/2024/03/06/oppenheimer-oscar-nuclear-weapons-indigenous-native-american-cancer/72801220007/ ＞

映画 Oppenheimer がアカデミー賞の

うち13部門でノミネートされているが、

そうした中でShapiroは、1945年7月

16日に行われたマンハッタン プロ

ジェクトの Trinity 核実験での核爆発の

風下にいて放射性物質による被害に

苦しんだ、あるいは死亡した人々はどう

なるのだ？ と問うている。

＜HOME | trinitydownwinders＞

Western Shoshoneは今のアイダホ州南端からネヴァダ州中央部、そしてカリフォルニア州東部にかけて広がる、アメリカ先住民が平和に暮らしていた地域でした。
Western Shoshone stretches from the southern border of Idaho through the middle of Nevada to eastern California. This is where native Americans used to live in peace.


さらに、

1945年8月6日と9日の原爆投下で焼き

殺され、あるいは負傷した日本の住民は？

また、ネヴァダ州のWestern Shoshoneと

いう土地にあるネヴァダ核実験場の風下に

暮らす人たちは？

＜Main (nativecommunityactioncouncil.org)＞

この実験場では、1951年から1992年に

かけて、合計で928回もの本格的な規模の

核兵器の爆発がなされたのだ。そして同地

では、核兵器の「先端型」未臨界実験が

今も行われているのだ。＜1992年より後、

包括的核実験禁止条約のため地下での

核爆発実験を行えなくなったのですが、

核兵器保有国としては、既存の核兵器の

経年劣化が気になりますよね。そこで、

実際の核爆発を伴わずに大出力レーザーや

コンピューター シミュレーションなどを

利用した「未臨界核実験」が行われる

ようになりました。

＜US moves closer to underground testing of nuclear weapons stockpile without any actual explosions | AP News＞

そして、放射線被ばく賠償法 （Radiation

Exposure Compensation Act,

Radiation Exposure Compensation Act – Wikipedia ）

は本来なら期限を延長するか、適用範囲

などをさらに拡大すべきなのに、期限切れ

となりそうなのは、なぜなのか？

＜これは1990年に制定された連邦法で、

アメリカが冷戦時代に実施した核実験

その他からの被ばくなどで がんなどを

り患した人々への賠償を定めているの

ですが、2024年7月に失効することに

なっています＞

****************************

「反核ポップコーン」
核映画上映間で売りまひょか？
”Anti-nuke pop corn”
Shall we sell it at theaters showing a “nuke movie”??


ハリウッド映画にはその時点での

アメリカ社会主流派の精神性が良く

現れると、言われることがよくあり

ます。しかし、「アメリカの主流派は

・・・」とこぼすよりも、我々日本の

反核勢力も含めた世界の反核勢力が、

必要な情報の発信を充分に行っているの

か、反省すべきだと私は考えます。

その意味で、上記のDownwindという

映画作品はよくやったと思いますし、

私も視てみたいものです。
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			IAEAのチーフ、ザポリージャ原発の 問題でプーティンと会談の予定


			
				Posted on 3月 8, 2024 by FrancisH			


				
				IAEAのチーフ、ザポリージャ原発の

問題でプーティンと会談の予定

The Moscow Times （ロシアの独立系

オンライン新聞。ロシア語と英語で

報道）

IAEA Chief To Hold Talks With Putin About Ukraine Nuclear Plant (msn.com)

ロシアではかなりの報道検閲などが

行われていますから、独立系で

あってもロシアからの報道には圧力が

かかっていることは認識しておきま

しょう。

そのうえで、プーティンとグロッシ事務

局長とが会談して何を話し合うのか？

はたまた、まともな話し合いになるの

か？記事を見てまいりましょう。

さて、話し合いになるのか？？


いつもどおり、

私の日本語化

＜　＞ 内は、私からの補足説明

です。

**************************

2024年3月5日

国連の核監視機関 ＜であるIAEA＞ の

チーフ、ラファエル グロッシが火曜日

＜3月5日＞ にロシアに向かう。

ウクライナのものであるが現時点で

ロシア軍が占拠しているザポリージャ

原発の「今後の稼働状態」について

ヴラディミール プーティン大統領と

新たに会談するためだ。

ヨーロッパ最大の原発である同原発は、

2022年3にロシア軍に占拠され、

それ以来今も戦闘の中心地にある。

ロシアもウクライナも同原発の安全性

がおびやかされていると、非難の応酬

を繰り広げている。

グロッシが前回プーティンと会談した

のは、2022年10月、セント

ペトロスブルグでのことだ。その際

には、ザポリージャの核施設も含め

安全性に関する問題を論じ合った。

「敵対しあう両国とハイ レベルでの

対話を続けることは、極めて大切だと

考える」と、グロッシは、この月曜日に

記者団に向かって述べている。彼は

国際原子力機関 （International Atomic

Energy Agency、IAEA）のヘッドで

ある。

これから、あれどないすんねん？？


そのグロッシによれば、プーティンと

「技術的な問題」を話し合い、今後の

同原発を「どうするのか、その計画の

感触を」掴みたい、とのことだ。

「この原発の今後の稼働状況に関し、

問題がある」と、会談で話し合いたい

話題に関して質問を受けたグロッシは

答えている。

ロシア外務省のスポークスパーソン、

Maria Zakharovaも、そうした内容を

確認している。

グロッシは既に数回ウクライナを訪問、

ヴォロディミール ゼレンスキー大統領

や政府高官たちと会談している。

IAEAチーフ ＜のグロッシ＞ の発言に

よればさらに、ザポリージャ原発への

外部電力供給の電線が「極めて脆弱で

危うい」もので、それに対応することを

グロッシは願っている。この2年間の

戦闘で、外部からの電力供給の完全喪失

が複数回発生している。

同原発の安全性に関する不安は、ロシア

による侵略が始まって以来今までずっと

続いている。IAEAは、同原発の近くで

大きな爆発や地雷の爆発が起きており、

そこから原発の近くで「戦闘が行われ

ていた」可能性が疑われ、それは

「実に憂慮すべきだ」と警告を発して

きた。

グロッシは、「核事故の発生する危険性

を軽減するため」、同原発周辺での

「軍事活動を極力控えること」を求めて

いる。

こんなことになったら、困るやんか！


さらにIAEAは、ザポリージャ原発での

スタッフが不足している可能性について

も、憂慮を表明している。.

この2月以降、ウクライナの原発運営

企業であるEnergoatom社の職員のうち

ロシアの原発運営企業 ＜Rosatom＞

との雇用契約の締結を拒否した人員は、

ザポリージャ原発で就労することを禁

止されている。

IAEA役員たちは、2022年9月以降現在

まで、ザポリージャ原発現地での監視を

行っている。

同原発には原子炉が6基あり、ロシアに

よる全面的侵略が始まる以前には

ウクライナの電力需要の約1/5を発電

していたのだが、今ではすべてシャット

ダウンされている。

***********************************

祈ってます！
私のスケッチより


この会談について、「やかんをのせたら

～～」では今後もwatchしてまいります。
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			ウラニウム価格、高騰中


			
				Posted on 3月 6, 2024 by FrancisH			


				
				ウラニウム価格、高騰中

The Economist （英国に本部がある、

世界的な経済誌）のウェブサイトより

Uranium prices are soaring. Investors should be careful (economist.com)

Uranium prices are soaring.

Investors should be careful

The metal has a history of meltdowns

（ウラニウム価格が急騰中。

投資家には、注意が求められる

ウラニウムには、メルトダウン

（価格急降下）の歴史が）

「カネの世界」である限りは ～～


一般論として、反核ウェブサイトの類

には放射線被害や環境汚染などの話題は

頻繁に登場しますが、経済誌の記事が

登場することは珍しいですよね。

この点、私たち反核勢力は視野を広げ

ないと。

貨幣経済の世界である限り、カネや投資

の動きは、世界の情勢やそれにかかわる

人たちの思惑を如実に表しますからね。

経済誌のウラニウム価格に関する記事

から、反核勢力が発見できることも

あるわけです。

では、The Economistのウェブサイトに

ある Uranium prices are soaring.

Investors should be careful という

記事のうち、無料で公開されている箇所

だけを、

私の日本語化

＜　＞ 内は私からの補足説明

で紹介しますね。

************************

風が吹けば ⇒ 桶屋が儲かる
CO2が増えれば ⇒ 核発電が儲かる？？


2024年2月29日

今となっては、これは聞きなれた展開

だ。商品市場の片隅で話題にもならず

人知れず売買されていた金属が、

エネルギーの以降のため不可欠な存在

となる、というわけだ。供給の制約と

地政学的な事情から、その金属への

需要は、今後高まる一方だという予想

が広がる。 価格が急騰し、投資家たち

は価格崩壊を恐れだす。今回の金属

では、ただ一つ異なる点がある。

つまり、この金属は電気自動車や

ソーラーパネルに使用されているわけ

では、ないのだ。既に何十年も昔から

ある原子炉に使う金属なのである。

そのウラニウムの価格が急上昇中だ。

ウラニウムの酸化物を秘かに蓄積すると

いうのは、投資家のすべきことという

よりも、世界の敵である悪役の行為と

思えるかもしれない。なにしろ、

こうした酸化物を処理し濃縮すれば、

原子炉はもとより核兵器の燃料となるの

だから。だが今では投資家にも、

脚光を浴びるようになる方法がいくつか

ある。現在、株式市場で好調な企業の

１つとしてYellow Cake社があり、

これはウラニウムを買取り保存する

企業だ。同社の株価は、この5年間で

160％上昇している。またSprott

Physical Uranium Trustというファンド

も同じ業務を営んでいるが、2021年に

開業して以来、今までに119％の利益

を甘受している。・・・・・・

（以下略）

*********************

CO2はダメで、温水はいくらでも排出して良いのか？？


EUなどの動きにみられるように、CO2

排出を減らすための解決策として核発電

が吹聴されているのが、U価格高騰の

大きな要因の1つでしょうね。

でも、上の黒いメニューの終わりの方に

あるページ、付録 w-1)、w-3)、w-8) で

説明したように、気候変動対策として

核発電に期待するのは、大間違いです。

その事実が知れわたったとき、U価格

はどうなるのでしょうか？？

それと、核発電推進派は「核発電なら、

コストに占める燃料費の割合が小さい

ので、ウラニウム価格の変動が電気

料金にあまり響かない」と主張します

よね。

ですが、

・ Uの市場での価格が高騰してしま

えば、いくら核発電といえど、電気

料金へのいくらかの影響は避けられ

ますまい。

・ そもそも、燃料費の比率が小さい

のは、逆に言えば燃料費以外のコスト

が膨大ということに他なりません。

建設費、安全対策費、核ゴミの保管・

処分費用、などなど。

「新型」原発の建設などのコスト超過

の実例は、本「やかんをのせたら～～」

でも度々紹介してきました。本の数例

として、

・NuScale社のSMRによる電力供給

が、アメリカ西部で破綻した実例

―― 右の「アーカイブ」で「2023年

11月」をクリック ⇒ 11月4日の

「NuScale社、財務的危機に？」など

・ 上の黒いメニュー（項目は、

基本的にアルファベット順）で、

ページ s-4)

・ 同じく上の黒いメニューで、

ページ al-4)

などなど。

ヒトにはそれぞれ向き・不向きってものが
私の20分クロッキー2つ


「やかんをのせたら～～」では、技術的

説明やかなり細かい実例紹介なども

行っておりますが、その上に今回のよ

うなウラニウム市場の動向に関する記事

まで時には紹介しております。

人によっては、「こんなことまで、

読むのはイヤ！」という反応もある

ことは、当初から覚悟しております。

そういう方々は、他のウェブサイトや

コミュニティーなどをお試しくださいな。

しかし「核を廃絶せよと叫ぶのだから、

核のどこがいけないのかを学んで叫ぶ

べき」という正論で活動してらっしゃる

皆様には、少しでも助力となることを

願っております！
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			”Silent Fallout” (直訳だと、「沈黙 の死の灰」）という映画


			
				Posted on 3月 4, 2024 by FrancisH			


				
				”Silent Fallout” (直訳だと、「沈黙

の死の灰」）という映画

Beyond Nuclear Bulletin

2024年2月29日号より

Silent Fallout という映画が、アメリカ

各地の映画祭などで公開されるそう

です。

映画館にて ・・・ なんや、falloutか？？
At a movie theater — What!? Fallout??


アメリカは過去に大気圏内ならびに

太平洋諸島で核実験を多数行いました。

（有名な「第五福竜丸」の被ばく事件

も、そうした被害実例の1つです）

核実験の被害は、「秘かに」アメリカ

本土でも広がっており、その実態を

調べる調査がなされました。問題を深刻

に捉える科学者や母親の皆さんが被害に

あったコミュニティを訪問、乳歯の中に

残るストロンティウム90 （という

放射性元素、Sr-90 と表記、原子番号は

38。同位体90はβ- 崩壊で半減期は

およそ 28.8 yr）の測定を行いました。

また、その他にも退役軍人や関連住民の

方々が核実験による健康被害の証言など

なさったのです。

そうした、核実験の被害を暴く新作

映画です。

骨の中に ・・ Sr-90
Inside the bone — Sr-90


Silent Falloutのウェブサイトは、

FALLOUT Project – Silent Fallout (fallout22.com)

にございます。英語・日本語併記なの

で、ぜひお読みくださいな。

映画監督は、伊東英朗さんです。

伊東監督ご自身による説明が、

クラウドファンディング：映画『サイレントフォールアウト』アメリカ上映へ (labornetjp.org)

にございます。

Beyond Nuclearでも、この映画の

アメリカ上映に協力してらっしゃる

模様です：

Director Hideaki Ito is seeking California

screenings with his participation starting

May 20. Contact Beyond Nuclear

if interested.

本件に限らず、Beyond Nuclearへの

協力を考えてらっしゃる方々は、

Home – Beyond Nuclear: energy advocacy non-profit

の下の方にある Join Us という

アイコンをクリック ⇒ 英語で連絡を

おとりになってくださいませ。

「英語なんか書けない～～」とお困りの

方は、私（ひで）に日本語原稿を

Eメールでお送りくだされば、日本語の

文字数 1,000文字（1週につき）までなら

無料で、私が英語にして返送しますね。

1,000文字を超える日本語については、

料金を交渉で。

yadokari_ermite@yahoo.co.jp   まで！

Sr + 2H2O –> Sr(OH)2 + H2
Ca + 2H2O –> Ca(OH)2 + H2
↑ 水との反応式が示すように、
カルシウムとストロンティウムとは化学的性質が似ているのです。
As the two chemical equations suggest, strontium and calcium share similar chemical properties.


Sr-90 は原発からも出る放射性同位体

で、福島第一の大事故の際にも検出

されましたよね。Srは、元素周期表の

左端近くをご覧になればすぐに分かる

ことですが、カルシウム Ca のすぐ下

にありますよね。つまり、Ca と化学的

性質がよく似ている、ってことです。

人体は、Sr と Ca の区別がつかず、

骨などの中にSr を取り入れてしまうの

ですね。骨の中の Sr-90 は上述の通り

半減期が約28.8年という長い期間、

体内でβ- 線を出し続ける、って

ことです。

ま、体内被曝によるβ- 線の人体への

影響については、放射線医学の専門家に

お尋ねいただくとして、「やかんを

のせたら～～」の ”担当領域” として

は ・・・

・・・ アメリカも旧ソヴィエトも、

核の開発段階では、環境汚染は言うまで

もなく人体実験とでも呼ぶべき蛮行を

少なからずやらかしています。こうした

問題もいずれ本ウェブサイトで取り上げ

たいのですが、志賀原発の件や

ウクライナ危機、イランのU濃縮など

現在展開中の諸問題が多数あります

よね、そちらに時間を取られていて、

1940－50年代の問題の調査などが

なかなか進みません。いずれ将来、

調べて取り上げたく願っております。

知られざる死の灰
体内にいつの間にか入って、体内被曝の恐れが
Silent fallout
Little demons entering humans


では、まずはBulletinにある紹介文

そのものの日本語化紹介を。

私の日本語化

＜　＞ 内は、私からの補足説明

です。

*************************

Silent Fallout

全米の被ばくを暴く、新作映画

アメリカは過去に、自国内また太平洋

＜の諸島＞ で大気圏内核実験を200回

以上実施した。そうした核実験で発生

した大量の放射性物質は結局、アメリカ

本土の地面にも定着した。Silent Fallout

という新作映画では、その被害を受けた

コミュニティーを訪問している。その

ひとつミズーリ州セント ルイスでは、

問題を深刻にとらえた科学者や母親たち

があるプロジェクトを始動した。乳幼児の

乳歯の中に潜むストロンティウム90を

測定する、というプロジェクトだ。測定の

結果、子供たちが被ばくしていたことが

明らかになった。アメリカ本土全域に

わたる住民や退役軍人たちも、原爆実験

による健康への影響とは実はどのような

ものなのか、真実に目覚め始めた。

「私にとって最も信じがたいのは、私の

国の政府が私の家族を死に至らしめた、

ということだ」　そう語るのは、この

映画の主な登場人物の一人である。監督

の伊東英朗さんは5月20日から、

カリフォルニアでの上映会を開始する

計画だ。彼氏審も、その上映会に出席

する。＜アメリカでの上映に協力など＞

なさりたい方は、Beyond Nuclearまで

ご連絡いただきたい。

*************************

ぜひご自分でご覧ください
Just see for yourself!


英語版の予告編が

Silent Fallout (youtube.com)

にあります。

日本語字幕の入ったものは、

Bing 動画

に。

ご自分の目でご覧いただき、アメリカ

での上映を支援したい方々は、

上記のBeyond Nuclearにご連絡を！
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			イランのU濃縮、2024年2月27日付の 記事


			
				Posted on 3月 2, 2024 by FrancisH			


				
				イランのU濃縮、2024年2月27日付の

記事

「やかんをのせたら～～」では、以前

からイランによるU濃縮をフォロー

してきましたが、またIAEAからの報告

があった模様です。

どうしても西側の報道はイランへの非難

に近いものが多くなるのですが、そも

そもイスラエルの核 （上の黒い

メニューでは基本的に項目をアルファ

ベット順に配列していますが、

c-3)、c-4) 参照） に対抗してイランが

核を持とうとしている、という側面を

「やかんをのせたら～～」では忘れない

ようにしたいのですね。

どちらも、核は放棄してほしいもの

です！

イランの核関連の歴史については、

やはり上の黒いメニューにある

f-2)、f-3)、f-4) にまとめてござい

ます。

さらに、「イランがやったら、我が国も」

という動きをサウディが2018年に示して

いたことも、f-4) で紹介しました。

敵対が、新たな敵対を招く ・・・


では、英国のオンライン新聞 The

Independent のウェブサイトより、2月

27日付の記事を。

元の記事をお読みになりたい方は、

次へ：

Iran has further increased its total stockpile of uranium, UN nuclear watchdog report says (msn.com)

いつもどおり、

私の日本語化

＜　＞ 内は、私からの補足説明

です。

**********************

Iran has further increased its total stock-

pile of uranium, UN nuclear watchdog

report says

＜イランの濃縮ウラニウム備蓄、さらに

増大とIAEAのレポート＞

Stephanie Liechtenstein 記者

国連の核監視機関 ＜IAEA> がある報告

を作成したが、それをThe Associated

Pressが月曜日 ＜2月26日＞ に読んだ

ところ、イランがそのウラニウム備蓄量

を増大させているようだ。しかも、

いまだに ＜IAEAの＞ 査察官の中でも

特に敏腕な数名が核プログラムの監視を

することを禁じている。

おまえらは、入っちゃダメ！


さらにIAEAがやはり近日作成した秘密

報告によれば、イランの核施設では

2か所で人工ウラニウム粒子の存在が

検出されているのだが、イラン政府は

その説明も全く進めていない。この秘密

報告は、IAEA加盟諸国には配布済みだ。

IAEAの四半期報告での推定では、2月

10日現在でイランの蓄積したウラニウム

の総量は 5,525.5キログラムで、前回の

四半期報告に記載された2023年11月

時点から 1,038.7キロ増えている。

さらに今回の報告での推定によると、

イランが保有しているウラニウムの中

には純度が60％に達しているものが

121.5キロある。 これは、前回報告の

2023年11月の時点からは6.8キロの

減少だ。

この減少は、この数週間にイランが

低濃度ウラニウムなどで60％の

ウラニウムの一部を希釈したことに

よる。

IAEAの目安では、60％のウラニウムが

42キロあれば、理論上は核兵器1個を

製造可能だ。兵器グレードは90％では

あるが、60％まで濃縮してしまえば、

90％に到達するのは技術的に容易

である。

昨年の6月から11月にかけて、イラン

はいったん濃縮のペースを緩め月間に

3キロに落とした。だが昨年終わりには

このペースを再度上昇、月に9キロに

したとこのIAEA報告は述べている。

2015年にイランがいったん西側諸国と

締結した核合意では、イランが許容され

ていたウラニウム濃縮の度合いはわずか

3.67%であり、保有できるウラニウムの

総量も 300 キロまでとされていた。

また、濃縮作業で気体化したウラニウム

を遠心分離するために許可されていた

遠心分離機も、IR-1 という極めて

基本的なものに限定されていた。

こうした制約の代償として、イランへの

経済制裁は解除されたのだった。この

プログラムの監視をするため、国連の

査察官が任務にあたった。

そもそも、一方的に合意を破ったのが ・・・


2018年、当時の ＜アメリカの＞

ドナルド トランプ前大統領がこの

核合意から一方的に脱退、もっと強力な

合意を目指すと述べていたのだが、

そんな合意はできはしなかった。それ

から1年後、イランは核合意への違反

行為を始めた。

アメリカのジョー バイデン現大統領は、

イランとの核合意を再締結したいと

述べていた。だが、その再締結を

目指した公式会談は、2022年8月に

崩れた。そうこうしている間に世界の

政治的状況も様変わりし、中東の緊張も

大幅に高まり、イランとの核に関する

外交はさらに複雑なものとなっている。

イランは長年、一度たりとも核兵器を

求めたことなどなく、今もイランの

核開発プログラムはエネルギーや医療

など平和利用のみを目的としていると

主張している。だがIAEAの事務局長が

昨年に警告を発した問題として、

イランは核兵器を製造しようとすれば

数個を製造できるだけの濃縮

ウラニウムを既に保有している。ただ、

イランがその気になったとしても、

おそらく製造には数か月を要するだろう

と、核不拡散の専門家たちは述べて

いる。

今回の報告でIAEAは、＜上述の＞

2か所で人工ウラニウム粒子が検出

された件について、その発生事情と現在

の所在場所とを知らせよとIAEAは

イラン政府に求めてきたのだが、

イランからの回答はまだない。この

2か所とは Varamin と Turquzabadで

あり、この2つが核施設となる可能性の

あることを、イラン政府は申告して

いなかった。

どこで・だれが作ったんか、わかりまへ～ん


このように査察を拒否してきたとのかど

で、IAEAはこの5年間イランを非難

してきている。ただし、2023年に

Marivanという別の地点で検出された

未申告のウラニウム粒子については、

イラン政府は「考えられる説明」を

行っており、多少の進歩は見られた。

西側諸国の高官たちの提案としては、

いわゆる防止策 ＜核兵器拡散を防止

する施策、safeguard＞ に則り未申告

の現場を調査すれば、2003年まで

イランが秘密裏に核兵器開発プロ

グラムを進めていたのでは、という

長年の疑念の審議も解明できそうだ。

2022年6月の報告によればさらに、

カメラなど監査用機器類をさらに設置

するという点では、現時点までに

まったく進歩は見られていない。IAEA

によると、査察官たちが「エスファハン

の核作業場に カメラを設置することは

許可されているのだが、そうしたカメラ

が記録したデータを入手することは許可

されていないのだ」

2022年6月以来、記録されたデータと

いえば、2023年5月にイスファハンの

遠心分離施設でカメラに記録された

データだけである。しかも、カメラに

あるデータをIAEA が査察することを、

イランは許可してはいないのだ。

「できる奴ら」はお断り！


こうした問題に関するアメリカ、英国、

フランス、ドイツからの批判に対抗

して、イランはIAEAの査察官の中でも

特に経験豊富な人たちが核開発プロ

グラムを査察することを、イランは

2023年9月に禁止した。

今回の報告でIAEAは、イラン政府は

こうした姿勢を考え直してはいないと

述べており、IAEAのヘッドである

ラファエル グロッシはそうしたイラン

の姿勢を「強く憂いている」

「グロッシ事務局長は今も、イランが

経験豊富なIAEA査察官数名を突如と

して指名から外したことを、今も強く

非難している」とこの報告にはある。

さらに同報告によると、イランの核プロ

グラムのチーフMohammad Eslamiは

2023年10月下旬に、「IAEAの査察官

の使命を解除することは、イランの

当然の権利だ」という主張を繰り返し

ている。

IAEAの理事会は35名の理事たちで

構成されるが、以前にイランがIAEAと

全面的には協力していないと非難して

いた。理事会の会議は来週に1週間

通して開催されるのだが、そこでも

同様の非難決議がされるのか否かは、

明らかになっていない。

上述の秘密報告は、アメリカとイラン

の間の緊迫が高まるただ中で発行

された。

兵器販売で得たカネは、おそらく核開発にも使われるでしょう


イランがウクライナに侵略中のロシアに

兵器を売却したことに対し、近日中に

イランに対する新たな制裁を発表すると

ホワイトハウスは約束している。

さらに、イランが弾道弾をロシアに

販売するならば、「強烈で」「迅速な」

対処をすると、ホワイト ハウスは

警告を発している。

アメリカと英国はまた、イランの支援

を受けているフーティ反乱組織が紅海

とアデン湾で商船を相手に攻撃を

仕掛けているが、そうした攻撃が増大

していることを受けてフーティへの

攻撃も行っている。

*****************************

なんで、誰も報じないの！？
私の昔の１０分クロッキーに彩色したもの


今後も「やかんをのせたら～～」では、

イランの核開発問題についての報道を

紹介してまいります。

それにしても、この問題に関する

日本語メディアが少ないのは、

なぜでしょうか？？
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			固定ページ e-9) をアップロード


			
				Posted on 2月 29, 2024 by FrancisH			


				
				固定ページ e-9) をアップロードしました。

1980年代後半から現在（2024年2月）までの

日本での反原発運動を振りかえり、

「核の犠牲者が出ないと、反核発電運動は

ポシャるのか？？」という問題提起をしています。

上の黒いメニューでは、基本的に項目を

アルファベット順で配列しています。

e-9) を見つけて、クリック！

							

	
			
									
						Posted in Uncategorized					
					|
												固定ページ e-9) をアップロード はコメントを受け付けていません
							

		


		
	


			
			テキサスでの核ゴミ処分


			
				Posted on 2月 27, 2024 by FrancisH			


				
				Beyond Nuclear Bulletin

2024年2月22日号より

Radioactive Waste Wars

Permian Basin Dumps under Fire

(放射性ゴミをめぐる争い

二畳紀堆積盆地での地層処分に、

非難轟々)

＊ ここでの「二畳紀堆積盆地」とは

アメリカ南西部のテキサスからニュー

メキシコにかけて存在する堆積盆地の

ことで、豊かな油田が広がっている

ことで有名です。

こっちに来るな！
あっちもダメ！
行き場がない ・・・
Don’t come here!
Nor out there!
Nowhere to go —


日本でも核ゴミの最終処分場候補地の

選定問題が喧しいですよね。

アメリカでも実は、この地層処分場

問題が以前からかなりの難物でして。

国境を越えて、「手に負えないゴミ」

であることが明らか。

世界的に、これ以上こんなゴミを作ら

ないことを願います。

では、いつもどおり

私の日本語化

＜　＞ 内は、私からの補足説明

です。

****************

2月18日のWall Street Journal に、

The War Over Burying Nuclear Waste in

America’s Busiest Oil Field: Plans to store

used nuclear fuel in the Permian Basin

could boost the nuclear sector but are

opposed by oil-and-gas producers

＜アメリカでも最も潤沢な油田地帯に

核ゴミを埋めてよいのかという争い：

二畳紀堆積盆地に使用済み核燃料を保管

しようという計画を実施すれば、核産業

は浮上できる可能性があるも、石油や

天然ガス企業から反対が＞ という長文

の記事が掲載されている。 この記事には

Danny Berryの写真も掲載されており、

彼はニュー メキシコ州にあるHoltec社が

世界最大の高レベル放射性廃棄物の処分場

を建設しようと目論んでいる敷地のそばで

牧場を営んでいる。Berryとその一家は

Beyond Nuclearのメンバーであり、

サポーターでもある。彼のおかげで

Beyond Nuclearは、アメリカ控訴裁

ワシントン特別区裁判所でこの核ゴミ処分

を問題にした訴訟を起こす法的資格を

得ることができた。その口頭弁論が、

この3月5日に予定されている。

低レベルなんですが～～
どこが「低い」ねん！？
This is “low level” waste —
Your “low” isn’t low at all!


2月20日にPermian Basin Coalition

＜二畳紀堆積盆地地帯のエネルギー業界

の連盟＞ はプレス リリースを公表

＜下に抜粋紹介＞、テキサス州の

Andrews 郡 ＜ダラスから西に400～

500㎞程度の位置にあります＞ の議会

が、「低レベル」とされている放射性の

廃棄物 Greater-Than-Class-C

＜Class Cを超えるレベルの核ゴミ、

下記の ＊ 参照。GTCCという略称で

よく呼ばれます＞ を禁止する決議を

成立させた。同郡は上記の連盟に参加、

Waste Control Specialists社 ＜テキサス

に本部を置く、廃棄物の処理や処分を

営む企業＞ とアメリカ原子力規制委員会

＜Nuclear Regulatory Commission, NRC＞

とによる ＜この堆積盆地に核ゴミ処分場

を設けるという＞ 計画に反対している。

**********************************

Class A, B, C, and GTCC??


＊ Class C: アメリカのNRCのウェブ

ページ　§ 61.55 Waste Classification. | NRC.gov

によると、NRCでは核ゴミを次の3種類

に分類しています：

(i) Class A 廃棄物は多くの場合、他の

クラスの廃棄物からは処分場で分離

される。Class A 廃棄物の物理的形態

と特性とは、§ 61.56(a) に定める最低限

の要件を満たしていること。.Class Aの

廃棄物であっても、§ 61.56(b) に定める

安定性に関する要件を満たしている場合

には、その廃棄物を処分時に分離する

必要はない。

(ii) Class B の廃棄物にはClass Aよりも

厳密な形態要件が必要とされ、これは

処分後の安定性を確保するためである。

Class B 廃棄物は、§ 61.56に定める

最小限の要件と安定性に関する要件とを

満たすこと。

(iii) Class C 廃棄物と分類されるには、

安定性を確保するためさらに厳格な形態

に関する要件を満たすことが必要となる。

さらに、その処分施設には不注意による

侵入行為を防止するための追加的対策も

必要とされる。このように、Class C

廃棄物は、§ 61.56に定める最小限の要件

と安定性に関する要件とを満たすこと。

では上の「プレス リリース」も、

抜粋して日本語化紹介しておきますね：

もとのリリース全文をお読みに

なりたい方は、

Press Relese_Andrews passes a resolution against GTCC (Feb. 20 2024)pdf.pdf (beyondnuclear.org)

へどうぞ。

*******************************

2024年2月20日

No!!!


・・・中略 ・・・

テキサス州のAndrews 郡が、Class C

ならびにそれ以上の等級の放射性

廃棄物を禁ずる決議を成立させた。

その狙いは、Waste Control Specialists

社ならびにアメリカ原子力規制委員会

による ＜核ゴミ処分の＞ 目論みを

阻止することにある。

テキサス州ミッドランド市（MIDLAND）

—  2014年にWaste Control Specialists

社がテキサス環境品質委員会 （Texas

Commission on Environmental Quality、

TCEQ）にある申請を提出した。それを

受けTCEQは2015年1月30日付の

書簡を原子力規制委員会に提出、

これはGTCC放射性廃棄物の処分を

認可するよう、テキサス州当局に求める

ものであった。TCEQ からのこの書簡を

受け、原子力規制委員会はそのスタッフ

たちに、深層地層処分以外の方法による

GTCC処分のための法規制の基盤を

作成するよう指示した。これには、

地表近くでの地層処分も含まれる。

つまり、Class Cよりも放射能の強い

ものと分類される放射性廃棄物に関する

連邦の法規制の改定を提唱したわけだが

それに対し近隣住民が立ち上がった。

Waste Control Specialists社（WCS) の

目論見が知られるようになって以来、

庭に抗議看板を出す、ソーシャル

メディア （SNS) に反対意見を投稿、

該当地区の選挙民としての郡裁判所への

請願などが行われた。

住民たちの ＜核ゴミ処分場に反対と

いう＞ 合意は圧倒的なもので、

Andrews郡裁判所は満場一致で、同郡に

Class C以上の廃棄物を処分することを

禁ずる決議を成立させた。また、

Class Cを超える放射能を有する一切の

物質のダウン ブレンド ＜濃度の高い

ウラニウム等に薄い濃度のウラニウム等

を混ぜて、濃度を下げること＞ を

Andrews郡で行うことも禁止した。

まあ、ダウン ブレンドって例えて
いえば～～
In a way, “down blending” means something like this —
（4% beer into 70% vodka)


この郡の住人であるJose Bustamante

が郡裁判所によるパブリック コメント

募集期間中に述べたことだが、「WCS

が私のコミュニティにやってきて、

廃棄物処分業務のため7,500万ドルの

建設債を求めてきた。その際WCSは

そこで処分するのはClass A、

B、Cの廃棄物に限ると約束した。

Andrews郡では、その約束を前提に

この建設債を承認した。ここAndrews

郡には信念も価値観も物事の筋も

あって、約束を果たすよう全力を尽くせ

と教えている。だがWCSはAndrews郡

でGTCC ＜Class Cを超える＞ 廃棄物

の処分が認められるように連邦政府に

対し関連法規の変更を求めており、

これは我々のコミュニティに対する約束

を破ったことに他ならない。この約束は

必ず守ると、同社は書式で誓ったの

だが。そのため私はこの郡裁判所に、

WCSの約束を文書に記録し守らせる

よう、要求しているのだ」

**********************

そのサイン、何の意味があるねん？
What’s that sign for!?


まったくもう ・・・ 事業の都合のため

なら、法律の改悪も求めてしまうとは。

日本でも、原子力緊急事態宣言は出た

ままになっており、2024年2月現在、

決して撤回はされていないのですが～～

日本政府は、既存原発を再稼働させよう

と躍起ですよね。再稼働したければ、

まず緊急事態宣言を何とかすべきなのは

自明の理なのですが。

何のための、宣言だったのでしょう？？
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			ロシアとの結びつきのため、北朝鮮に よる核使用のリスクが増大


			
				Posted on 2月 22, 2024 by FrancisH			


				
				Washington Examiner（アメリカの

ワシントンDCに本拠を置く報道機関）

のウェブサイトより

US: Russia ties raise risk North Korea will use nuclear weapons – Washington Examiner

おそらく大抵の皆様も、このリスク

増大を心配してこられたこと

でしょう。

やはり、「実際、そうだよなあ」

って感じですよね。

操り人形


もともと、北朝鮮民主主義人民共和国

という国家そのものが、1948年9月に

当時のソヴィエト連邦によって設立

されたものです。いうなれば、当時の

ソヴィエト最高指導者であった

スターリンの傀儡国家として生まれた

わけですね。

第二次大戦の終わった時点で、韓半島

（朝鮮半島）の南部はアメリカが、

北部はソヴィエトが支配していました。

その構造が今も南北分断に残っており、

現在の緊張に至っている ・・・ なんて

ことは、よく知られた事実ですよね。

プーティンと金正恩との関係により

北朝鮮が核兵器を使用してしまう

リスクが増大したのでは？と心配して

いる方は、私も含め、多数いらっしゃ

いますよね。

その憂慮を、Washington Examinerも

表明しているというわけです。

では、いつもどおり、

私の日本語化

＜　＞ 内は、私からの補足説明

です。

****************************

操り出身だけに、おかしなのと組むと・・・


Russia ties raise risk North Korea will

use nuclear weapons

(ロシアとの結びつきのため、北朝鮮に

よる核使用のリスクが増大)

2024年2月18日

Joel Gehrke記者

北朝鮮の指導者 金正恩を強気にさせ、

同国の核兵器を増強、ことによっては

使用すらする気にさせてしまう ・・

そんなリスクをロシアのヴラディミール

プーティン大統領が増幅させてしまって

いると、アメリカ国務省の高官が指摘

している。

「戦術核兵器を大量生産し使用すると

いった発言を、金はしている。ロシア

は、それを見て見ぬふりだ」 と語るの

は、アメリカ国務省の東アジア・

太平洋局で北朝鮮担当のリード役員を

務めるJung Pak博士だ。博士によれば

「この発言は、以前なら非難轟々と

なっていたハズだ。そんな発言があった

のにロシアが見ぬふりをしていたら、

金はどのようなリスク計算をする

だろうか？」

知らんぷり


Pak博士は自分が北朝鮮から「何らか

の暴力を受けるのではないかと、絶えず

警戒している」と述べながらも、彼女の

チームとしては「現時点では、どの

ような直接行動に出ようとしている兆候

も見受けられない」としている。だが、

金の外交政策や安全保障関連の姿勢を

幅広く分析してみるとアメリカとしては

憂慮すべき問題がある。しかも、その

憂慮は外部のオブザーバー達や西側の

アナリスト達による見方とよく整合する

のだ。さらに北朝鮮からの脱出者として

著名な人物の見解ともよく合致して

いる。その脱北者の憂慮事項として、

北は南側の民主的な隣人 ＜である

韓国＞ に攻撃を仕掛ける機会を探して

いる恐れがあるという。

「この70年間、北はありとあらゆる

挑発を仕掛けてきているのだが、

そうした挑発行為のどれでも北はやって

くる可能性がある」　そう語るのは、

前北朝鮮政府高官であったRi Jong Ho

だ。Riは2014年に韓国に亡命した。

今週、彼はThe National Interest

＜というアメリカの外交問題専門の

雑誌＞ に寄稿している。「金が、

韓国を挑発してもアメリカは同盟国と

しての対応をしてこないと想定する

なら、さらに無謀な挑発に出てくる

ことはあり得る。・・・ 2013年に

北の軍指導層がRiに提示した最悪の

ケース シナリオによれば、ソウルと

プサンに対する核攻撃も含まれていた。

＜そうなれば＞ 韓国は無条件降伏する

＜と、彼らは見ていた＞」

国連軍によるNorthern Limit Line
あくまで説明用の略図です


今週も金はこうした不安をさらに増大

させた。北方限界線という、南北の海上

での境界を現実上定めている境界が

あって何十年か守られてきた ＜1953年

に国連軍が設定＞境界線があるのだが、

北朝鮮政府は「北の海上での主権を

いかなるレトリックでもなく、行動と

武力で守る」と金が宣言したのだ。

「 [北朝鮮の] 西側の海域に何本境界線

があろうと、問題ではない。自明なこと

として、我々が北朝鮮の領海の境界と

見なす線を敵が侵すなら、我々はそれを

北朝鮮の主権への侵害と見なし、軍事的

挑発だと捉える」と金が語ったと、

北朝鮮国営メディアは報じている。

このレトリックからは、海上での攻撃と

いう不安が浮かび上がってくる。そう

述べたのは、脱北者であるRiとともに

上述の記事を共著したアメリカの

アナリストだ。

Big mouths —


「そうした ＜事情を＞ 利用して [金が]

何らかの軍需衝突を正当化しようとして

いるというのは、充分に考えられること

だ」　Washington Examinerに対しそう

語るのは、 Foundation for Defense of

Democracies ＜直訳すれば ”民主主義

防衛財団”、研究機関です＞ で上級

研究員を務めるDavid Maxwellだ。

「そうは言っているものの、北朝鮮の

[高官たちというのは]  詐術の達人で、

我々の目を北朝鮮西岸の海域に向けさせ

ておいて、その間に実際には [非武装

地帯] や東の海域で何かをやらかす

可能性もあるのだ」

北朝鮮はロシア軍に兵器を供給して

いるが、一部のアナリストたちによれ

ば、これは北朝鮮が大量の兵器を必要と

するような全面戦争を実は考えていない

ことの表れだという。

Yeonpyeong Island Bombardmentとの関連で：
国連軍と北朝鮮では、異なるNLLを考えていた模様です


「それよりも可能性が高い衝突として、

非武装地帯あるいは海上の北方限界線

近くで戦術レベルの衝突を北が起こす

恐れはある」  そう述べているのは、

Heritage Foundation ＜”ヘリテッジ

財団”、アメリカの保守派シンク

タンク＞ で上級研究員を務める Bruce

Klingnerだ。彼は以前、CIAで韓半島

担当の部長代理として働いていた。その

Klingerが先日のある記事に、「韓国の

高官たちが秘かに述べているところに

よれば、2010年にあった韓国海軍の

軍用艦Cheonanの沈没や韓国人50名

を死亡させたYeonpyeong ＜延坪島＞

への砲撃のような、死者も伴う北朝鮮

による攻撃がまた行われる可能性は

否定できない」と記している。

アメリカ国務省の高官である上述のPak

博士によれば、ジョー バイデン大統領

のチームは今後も金政権への「長期的な

抑止活動をこれからも強化していく」

そうだ。

「今後もアメリカは同盟諸国や

パートナー諸国と協力、金の思惑を

コントロールしていく。ただ、現時点

では差し迫った直接的な攻撃はなさ

そうだ」と、Pak博士は語っている。

*****************************

Megalomaniac （誇大妄想）


「2013年に北の軍指導層がRiに提示

した最悪のケース シナリオによれば、

ソウルとプサンに対する核攻撃も

含まれていた。＜そうなれば＞ 韓国は

無条件降伏する ・・・」とあるように

核兵器というものを持ってしまうと、

指導層が一種の誇大妄想に陥る場合が

ありますよね。

極めて危険です。妄想のまま核兵器を

使用するまでには至らなくても、

「こちらは核を持ってるんだから、

あいつらにイタズラをしても、何も

やり返しちゃこれまい」という発想で、

戦術規模の紛争を仕掛けてくる危険性は

増大してしまいます。

核兵器は、こうした「波及症状」も

招いてしまう代物です。
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			10年前、アメリカの核ゴミ処分施設で爆発
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2024年2月13日号より

元記事をお読みになりたい方は、

10 years since “impossible” WIPP leak – Beyond Nuclear

10 years since “impossible” WIPP leak

(WIPPでの「考えられない」放射性

物質漏れから、10年)

日本ではあまり報じられないのです

が、10年前のアメリカで起こった

放射性物質漏れ事故に関して、その

事故施設の拡張や存続の断念を求める

記事です。

アメリカ本土の中央から西南西に、

New Mexico州というメキシコと国境を

接している州がありますよね。その州の

南東部にCarlsbadという町があって、

その近郊にWIPPという核兵器からの

超ウラン元素廃棄物の処分施設が

あります。

そこで、10年前に何があったのか？

早速、記事を見てみましょう ・・・

と言いたいのですが、

そもそもWIPPって、どんな施設？

日本語ではあまり紹介されていない

施設ですので、まずはWIPPについて

ごく短く紹介しますね。

WIPPなんて、聞いたこともおまへんでえ
WIPP?? Never heard of it —


WIPP (Waste Isolation Pilot Plant) って？

New Mexico州Carlsbad近郊にある

放射性廃棄物を地下深く埋めて保管

する処分場で、超ウラニウム元素の

核ゴミを10,000年間保管できると

いうライセンスを受けています。

地下約660mにある塩の層に核ゴミを

保管します。建設が議会で承認された

のは1979年、それから20年の時間と

20億ドル近い経費をかけて、1999年に

最初の核ゴミがこの処分場に運び込まれ

ました。なお、New Mexico州には

その他にも各ゴミ処分場があります。

2014年2月5日に事故が発生、この

ときは塩の運搬トラックからの出火

でした。皆さん避難し、このとき

には放射性物質の外部への漏出は

なかった模様です。ところが10日後

の15日にモニターが放射線レベルの

異常な上昇を検知、22名前後が被ばく

しました。この時には放射性物質が

空気中に漏れたようで、アメリシウム

＜という人口の放射性元素＞ とPu

＜プルトニウム＞ の粒子が微量ながら

検出されました。この事故の原因は、

その前日に猫砂入りのバレルが爆発した

ことにあったと言われています。

「核ゴミ処理場と猫砂？？」と、私も

不思議だったのですが、猫砂は猫を

飼っている場所以外でも多くの産業で

吸収材として利用されています。

WIPP処理場でも、硝酸塩や液体を

吸収するために猫砂を使っていました

・・・ といいうことは、その猫砂は

硝酸塩と反応しないものを選ばないと、

大変なことになりますよね。ところが。

あるバレルに、誤って硝酸塩と反応

する猫砂を詰めてしまっており、それが

案の定 硝酸塩と反応、爆発したよう

です。

短くいってしまえば、

猫砂の種類を間違えた ⇒ 爆発

⇒ Puなどが漏出

というパターンが現実になった

わけです。

硝酸塩の一種である硝酸カリウム
KNO3 は、黒色火薬の原料です
（硝石）
Potassium nitrate (saltpeter), one of the nitrates, is a material used in preparing black powder.


では、上記を踏まえたうえで、記事

そのものの紹介を。

いつもどおり、

私による抜粋・日本語化

＜　＞ 内は私からの補足説明

です。

*****************************

WIPP (Waste Isolation Pilot Plant

[核ゴミ分離パイロット施設]、核兵器

からの複雑な超ウラニウム元素の

保管庫）で発生した2014年2月に

発生した事故の話だ。地下にあって

メインテナンスされていなかった車両

が発火したことがきっかけとなった

産業火災で、WIPPで地下に勤務して

いた従業員たちが大勢で脱出する羽目

になった。火災の煙を吸引したために

20数名の従業員が入院、そのうち1名

には恒久的な障がいが残った。だが、

もしこの火災が発生していなかったら

同じ2月の14日に発生した超ウラニ

ウム元素ゴミを入れたバレルの発火と

爆発による被害はさらに破壊的なものと

なっており、従業員の健康にもっと

深刻な影響をおよぼしていた恐れが

あった。

Puが肺に入ると、極めて危険です！
（体内被曝）
Once Pu has entered into your lung, it’s quite hazardous!
(internal exposure)


つまりその場合には、地下で

作業していたWIPP従業員たちの

多数は呼吸用の保護装置を身に付けて

いなかったため、Puの各種同位体など

アルファ線放出源を呼吸によって

集中的に吸引していた恐れがあった

のだ。実際には14日の爆発よりも

数日前の火災によりWIPPの地下部分

からは人員が脱出していたのだが、

それでも地上にいた20数名の従業員は

アルファ線源を吸引してしまっていた。

たとえ顕微鏡でないと検知できない

程度の微量のPuであっても、ヒトの

肺の中に入るならば時間の経過とともに

肺がんを発症するリスクが増大する。

New Mexico州Carlsbad近郊にある

WIPPを監視する活動が何十年も前から

行われてきており、それに携わる

Robin Seydelが、以下の内容を発表

している：

爆発はするけど、あと50年やりまっせ～
Yeah, we have explosions, still we’ll keep our business for another 50 years!


みなさま、

WIPPで爆発が発生、放射性物質が

環境に漏れ出るという事故があって

から10周年になりました。これを機に

この事故を思い返す活動を皆様に支援

していただきたくお願い申し上げます。

この事故は、全く想定されていな

かったものでした。

WIPPの創業は、今後50年間続くもの

と計画されています。そうなると、

New Mexicoは今後、いったいいう句度

の事故を経験せねばならないので

しょうか？

私どもでは、New Mexico州の州都で

あるRoundhouseで楽しく心に残る

アクションを、ヴァレンタインデーに

行う計画です。詳細は、下記に。

・・・（中略）・・・

ウェブサイト

New Page — Stop Forever WIPP

******************************

猫がおしっこしたら、爆発してPuが飛び出るんか？？
いや、そうやなくて、Pu-239みたいなもん置いてあるとこで、
どんな爆発でも起きたらあかんやろ！
So, a cat’s piss makes it blow up and causes a Pu leakage??
Naaaaw, any explosion in a Pu-239 storage can be a deadly disaster!


やれやれ、

吸収材を間違えた ⇒ 爆発 ⇒ Pu漏れ

なんて、何のジョーダンかと思える

かもしれませんが、

そんなことがホントにあったわけ

ですね。

それと、そんな惨事が日本語では

あまり報道されていなかった ・・・

やはり、既存の大手メディアに依存し

すぎないで、私たち反核勢力で独自の

情報発信を展開・継続していくことが

急務なのでは？
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